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飛鳥時代 名前

問1 聖徳太子が「冠位十二階」を制定した最大の目的として、最も適切な説明はどれですか。 （2016年 岐阜県公立入試 類似）

1. 仏教を国家の宗教として定め、僧
侶に政治を管理させるため

2. 家柄にとらわれず、才能や功績の
ある人物を役人として登用するため

3. 氏姓制度を強化し、代々特定の家
系が役職を独占できるようにするた
め

4. 全国の土地と人民を直接支配する
公地公民の制を確立するため

問2 7世紀前半、聖徳太子（厩戸王）が推古天皇を助けて政治を行っていた時期に、中国大陸や朝鮮半島の強い影響を受けて成立した、日本最古の仏
教文化を何と呼びますか。 （2019年 滋賀県公立入試 類似）

1. 飛鳥文化 2. 白鳳文化 3. 国風文化 4. 天平文化

問3 飛鳥時代における歴史的事項を記した年表において、672年に「壬申の乱」が起こったとの記載があります。この乱に勝利し、その後に即位して
天皇中心の中央集権体制をさらに進めた人物は誰ですか。 （2024年 高知県公立入試 類似）

1. 天智天皇 2. 後三条天皇 3. 推古天皇 4. 天武天皇

問4 645年に中臣鎌足らと協力して蘇我氏を倒し、土地や人々を国家が直接支配する「公地公民」の仕組みを導入するなど、天皇中心の国づくりを目
指した人物は誰ですか。 （2020年 茨城県公立入試 類似）

1. 中大兄皇子 2. 足利尊氏 3. 徳川家康 4. 聖徳太子

問5 701年に制定され、唐の制度を模範として天皇を中心とした中央集権的な政治体制の基礎を確立した法典は何ですか。 （2020年 愛知県公立入試 類似）

1. 養老律令 2. 大宝律令 3. 御成敗式目 4. 十七条の憲法

問6 飛鳥時代、聖徳太子（厩戸王）は、仏教や儒教の教えを取り入れた「十七条の憲法」を制定しました。この法が制定された主な目的として最も
適切なものはどれですか。 （2019年 新潟県公立入試 類似）

1. 天皇の命令に従うことなど、政治
に関わる役人の自覚を促し、国家の
体制を整えるため

2. 最澄や空海が中国から持ち帰った
新しい仏教を広め、地方の豪族を統
制するため

3. 大宝律令の内容を補い、農民に対
して厳しい罰則を設けて年貢を確実
に徴収するため

4. 遣隋使の派遣を中止し、日本独自
の国風文化を発展させるための指針
とするため

問7 7世紀中ごろ、唐が朝鮮半島北部の高句麗を攻撃したことにより、東アジアでは国際的な緊張が極限まで高まりました。このような外部からの脅
威に対抗するため、日本（倭）において天皇中心の中央集権国家体制を整えようとして行われた一連の政治改革はどれですか。 （2020年

徳島県公立入試 類似）

1. 大化の改新 2. 明治維新 3. 十七条の憲法の制定 4. 公事方御定書の制定

問8 大分県などの九州地方の歴史を記した年表において、倭国（日本）の軍勢が朝鮮半島へ出兵し、唐・新羅の連合軍に敗れた「白村江の戦い（663
年）」が含まれる区分として、適切な世紀を選びなさい。 （2020年 神奈川県公立入試 類似）

1. 8世紀 2. 9世紀 3. 6世紀 4. 7世紀

問9 7世紀後半、皇位継承をめぐって起きた「壬申の乱」という大規模な内乱に勝利し、都を再び飛鳥地方に戻して、天皇を中心とした強力な中央集
権国家の土台を築いた人物は誰か。 （2022年 大分県公立入試 類似）

1. 聖徳太子 2. 天武天皇 3. 天智天皇 4. 桓武天皇

問10 7世紀前半の聖徳太子（厩戸王）が政治を行っていた時代に栄えた、日本で最初の本格的な仏教文化を何といいますか。 （2023年 埼玉県公立入試 類似）

1. 飛鳥文化 2. 弘仁・貞観文化 3. 国風文化 4. 天平文化

問11 飛鳥時代に聖徳太子（厩戸皇子）らが定めた「冠位十二階」という制度の目的として、最も適切な説明はどれですか。 （2023年 熊本県公立入試 類似）

1. 役人が守るべき道徳的な規範を示
し、政治の規律を正すこと

2. 有力な豪族が代々高い地位を独占
し、世襲することを認めること

3. 地方の豪族を都に集め、天皇の護
衛を任せること

4. 家柄にとらわれず、才能や功績の
ある人物を役人として登用すること

問12 奈良県に位置し、聖徳太子によって建立されたと伝えられる寺院で、現存する世界最古の木造建築物として知られる名称を次の中から選びなさ
い。 （2015年 長崎県公立入試 類似）

1. 唐招提寺 2. 東大寺 3. 法隆寺 4. 薬師寺

問13 7世紀後半、倭国（日本）は友好関係にあった百済の再興を支援するため、朝鮮半島に大規模な軍を派遣しました。しかし、663年に現在の韓国
付近の河口で唐・新羅の連合軍と激突し、大敗を喫しました。この出来事を何といいますか。 （2024年 高知県公立入試 類似）

1. 壬申の乱 2. 白河上皇の院政 3. 文永の役 4. 白村江の戦い

問14 大化の改新から始まった中央集権国家への移行は、701年の大宝律令の制定によって一つの完成を見た。この「律令国家」において、政治の基本
的な仕組みとして導入された、土地と民衆を国家が直接支配する制度の考え方を何と呼ぶか。 （2018年 熊本県公立入試 類似）

1. 公地公民 2. 地租改正 3. 寄進地系荘園 4. 班田収授

問15 法隆寺が現在も世界的に高く評価されている最大の理由として、建築史の観点から正しい説明を選びなさい。 （2015年 長崎県公立入試 類似）

1. 現存する木造建築物の中で、世界
で最も古いものであるため。

2. 日本で初めて、レンガと石材を組
み合わせて作られた寺院であるため
。

3. 江戸時代に徳川家光によって再建
された、国内最大の木造建築である
ため。

4. 大陸の影響を一切受けずに、日本
固有の技術のみで設計された最初の
寺院であるため。

問16 「和をもって貴しとなし、さからうことなきを宗（むね）とせよ」という言葉や、「三宝（仏・法・僧）をあつく敬え」といった条文が記され
た法令の目的として、最も適切なものはどれですか。 （2018年 茨城県公立入試 類似）

1. 身分にとらわれず、才能ある人材
を中央政府に登用するため

2. 争いを避け、役人としての心得や
仏教を重んじる精神を説くため

3. 律令に基づいた裁判の基準を定め
、刑罰の不平等をなくすため

4. 土地や人民をすべて国家のものと
し、地方支配を強化するため
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答え合わせ・解説
問1 答え 2

家柄にとらわれず、才能や功績のある人物を
役人として登用するため

それまでは家柄によって政治的な地位が決まる氏姓制度が中心でしたが、聖徳太子は個人の能
力や手柄に応じて12段階の冠位を授ける制度を導入しました。これにより、天皇に忠実で有能
な人材を政治の中枢に集め、中央集権的な国家体制を強化しようと試みました。

問2 答え 1
飛鳥文化

聖徳太子が活躍した時期の文化は飛鳥文化と呼ばれます。大陸から伝わった仏教を国の政治に
取り入れ、法隆寺などの寺院が建立されたことが特徴です。白鳳文化は7世紀後半、天平文化
は8世紀（聖武天皇の時代）、国風文化は平安時代中期（藤原氏の全盛期）の文化であり、そ
れぞれ特徴が異なります。

問3 答え 4
天武天皇

672年に起こった壬申の乱は、天智天皇の死後にその弟の大海人皇子と、子の大友皇子が皇位
をめぐって対立した古代最大の内乱です。この戦いに勝利した大海人皇子が天武天皇として即
位しました。天武天皇は、飛鳥浄御原令の編纂に着手したり、国史（古事記・日本書紀）の編
纂を命じたりするなど、天皇の権力を絶対的なものにするための政策を次々と打ち出しました
。

問4 答え 1
中大兄皇子

蘇我氏を倒した「乙巳の変」から始まる一連の政治改革は「大化の改新」と呼ばれます。中大
兄皇子は中臣鎌足（後の藤原鎌足）とともに、それまで豪族が私有していた土地や人民を国家
が管理する体制への転換を図りました。

問5 答え 2
大宝律令

唐の「律（刑罰規定）」と「令（行政規定）」を参考にして、日本で初めて本格的に整備され
た律令です。この法典の完成により、土地と人民を国家が直接支配する「公地公民」の原則に
基づいた律令国家の仕組みが形作られました。

問6 答え 1
天皇の命令に従うことなど、政治に関わる役
人の自覚を促し、国家の体制を整えるため

聖徳太子は、豪族たちが権力を争っていた状況を改善し、天皇を中心とした中央集権国家を築
くことを目指しました。そのため、役人（官吏）に対して「和を以て貴しとなす」という儒教
的な協調精神や、仏教を深く敬うこと、天皇の詔（みことのり）には必ず従うことといった、
政治に携わる者としての道徳的な規範を示したのがこの法です。

問7 答え 1
大化の改新

唐が高句麗に侵攻し、朝鮮半島情勢が不安定になったことは、日本にとって国防上の大きな脅
威となりました。この危機を乗り越えるため、中大兄皇子と中臣鎌足らは蘇我氏を打倒し、天
皇を頂点とした強力な国家体制を築く「大化の改新」を断行しました。十七条の憲法はそれ以
前の推古天皇の時代に制定されたものです。

問8 答え 4
7世紀

白村江の戦いは西暦663年に発生しました。西暦601年から西暦700年までの期間が7世紀に該
当するため、この戦いや、その直後に強化された九州の防衛（水城や大野城の築城など）は、
すべて7世紀の出来事として分類されます。

問9 答え 2
天武天皇

中大兄皇子（天智天皇）の死後、その息子である大友皇子と、天智天皇の弟である大海人皇子
が皇位をめぐって争ったのが壬申の乱です。これに勝利して即位した大海人皇子が天武天皇で
す。天武天皇は、豪族の影響を抑えて天皇に権力を集中させる政治を推し進めました。

問1
0

答え 1
飛鳥文化

この時期の文化は、法隆寺の建築や広隆寺の弥勒菩薩像などに代表される日本初の仏教文化で
す。中国の南北朝時代の文化の影響を強く受けているのが特徴で、渡来人によって伝えられた
技術が寺院の建設や仏像の制作に活かされました。

問1
1

答え 4
家柄にとらわれず、才能や功績のある人物を
役人として登用すること

それまでの日本の政治は、氏姓（うじかばね）制度に基づいて家柄が重視されていましたが、
冠位十二階の導入により、個人の能力や功績に応じて位が授けられるようになりました。これ
により、天皇を中心とする中央集権国家の形成に向けて、有能な人材を政府の中枢に集めるこ
とが可能になりました。冠位は一代限りのものであり、子孫に受け継がれないという点が大き
な特徴です。

問1
2

答え 3
法隆寺

飛鳥時代を代表するこの寺院は、斑鳩の地に聖徳太子（厩戸王）によって建てられました。金
堂や五重塔などの西院伽藍は、幾度かの再建を経ているものの、世界最古の木造建築群として
1993年には日本で初めてユネスコの世界文化遺産に登録されました。

問1
3

答え 4
白村江の戦い

663年に朝鮮半島で起こった白村江の戦いでは、倭国（日本）が百済の復興を支援しましたが
、唐と新羅の連合軍に敗北しました。この結果、倭国は朝鮮半島での影響力を失い、国内の防
衛体制や中央集権化を急ぐこととなりました。選択肢にある壬申の乱は天智天皇の死後に起こ
った後継者争い、白河上皇の院政は平安時代末期の政治形態であり、時期や内容が異なります
。

問1
4

答え 1
公地公民

大化の改新の詔（みことのり）で示された最も重要な方針が、それまで豪族が私有していた土
地や民を国家のものとする「公地公民」である。この方針は壬申の乱を経て強化され、大宝律
令に基づく戸籍の作成や班田収授法の実施によって具体化された。これにより、国家が民衆か
ら直接税（租・庸・調）を徴収する仕組みが確立した。

問1
5

答え 1
現存する木造建築物の中で、世界で最も古い
ものであるため。

法隆寺の西院伽藍は、7世紀後半から8世紀初頭にかけて再建されたものと考えられていますが
、それでも1300年以上の歴史を持ち、木造建築としては世界最古の規模を誇ります。ヒノキ
材を巧みに使い、長期間の重さに耐える工夫がなされた建築技術の高さが、世界文化遺産の選
定においても決定的な要素となりました。

問1
6

答え 2
争いを避け、役人としての心得や仏教を重ん
じる精神を説くため

十七条の憲法の第一条には、豪族同士の争いを戒める「和をもって貴しとなす」という言葉が
、第二条には仏教への信仰を促す「あつく三宝を敬え」という内容が記されています。これら
は、勢力争いを続けていた豪族たちをまとめ上げ、天皇を支える役人としての自覚を持たせる
ことを目的としていました。人材登用を目的とした「冠位十二階」や、土地・人民の公有化を
目指した「公地公民」の考え方とは区別して理解する必要があります。


